
 

主任神父の悩み 

グイノ・ジェラール神父

ピコロ司教は堅信式を行う予定のベル

ギーの小さな教会の主任司祭に司教館に

来るように言いました。二人が話し合い

を予定した日、主任司祭は司教と教会の

色々な問題を話しました。特に子どもた

ちに対する自分の悩みを打ち明けました。

「司教様、私はとても恥ずかしいです。

カテキズムを教える時、子どもたちは私

の話をよく聞いてくれますが、私は子ど

もたちがどのようにそれを理解したかを

知るために皆に質問します。ところがこ

こからが問題なのです。大抵の子どもた

ちは今教えて覚えたことを無茶苦茶に答

えるのです。もしかしたら子どもたちは

わざと知らない振りをしているのでしょ

うか。分かっているのか、分かっていな

のか、判断出来ずに困っています」と相

談すると、司教は興味を示しもっと具体

的に話すようにと言いました。 

例えば、私が子どもたちに「皆は食事

の前にお祈りをしますか」と聞くと、一

人の子が「いいえ、しません。だって僕

のお母さんは料理が上手だから、お腹に

悪いようなものを食べる危険性はありま

せん」と答えました。他の子は「毒を飲

んでも、決して害を受けない（参照：マ

ルコ 16,18）とイエスが約束したから、

祈らなくても大丈夫ですよ、神父様」と

言いました。またある時には、人間の創

造について質問すると、ある子どもは「神

様は男性を創造した時は、とても元気で

嬉しかったのですが、女性を創造した後

にはとても疲れて、何も考えられずに呆

然となってしまい、疲れて次の日まで休

みました」と、言うのです。きっと父親

が話していたと思われることを答えたの

だと思います。これを聞いた司教は、大

笑いをしました。 

主任司祭は次のような例も出しました。

「このことは笑うことなのか泣くことな

のか、私には分からないのですが、司教

様聞いてください。神は人を塵で造った

ことをよく理解している女の子が私に大

真面目で小声で打ち明けてきました。『実

はね、神父さま。私は今朝、自分のベッ

ドの下を見てみました。するとそこには

たくさんの塵が残っていました。もしか

したら、誰かが生まれるのでしょうか、

あるいは生まれてすぐどこかに出て行っ

たのでしょうか、私には解りません。私

は残っている塵で何をすればいいのでし

ょうか』と真剣に質問するのです。また

別の時に、預言者エリアのいけにえの仕

方について話した時、一人の男の子が「僕

はエリアが屠られた牛の肉の上にたくさ

んのお水を注いだ理由を知っていますよ。

それは肉汁をつくるためでしょ」。それを

聞いた司教はまた大声で笑いながら、「神

父様、そういう事なら安心してください。

今度、私が子どもたちに質問してみます

から」と約束しました。 

堅信の日、神父との約束通りにピコロ

司教は子どもたちにカテキズムで習った

ことを質問しました。司祭が洗礼を授け

る時の言葉について、ある子が「『私は父

と子と聖霊の名によって洗礼を授けます』
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と言います」と正しく答えました。他の

子には、聖体についてイエスが言ったこ

と話すようにと質問すると「これを取っ

て食べなさい、これは私の体です」と間

違えずに答えました。それを聞いた司教

は、子供たちはよく勉強していると安心

しました。しかし結婚についてイエスが

言ったことを質問された子どもは「父よ、

彼らをお赦しください。自分が何をして

いるのか知らないのです」と答えたので

す。その答えを聞いた司教は、やっと主

任司祭の悩みを理解し、人に気づかれる

ような諦めのため息をついてしまわない

ように気を使いました。子どもたちの変

な答えの影響を受けたのでしょうか司教

は、説教の時に次のように言いました。

「女の人がペチャクチャとよく喋るから

こそ、イエスは復活の良い知らせを早く

大勢の人に知らせるために、先ずエルサ

レムの婦人たちに現れたのです」と。主

任司祭はこの説教にビックリして苦笑い

しました。そして彼はイエスの言葉を思

い出しました。「子どものようにならなけ

れば、決して天の国に入ることはできな

い」（参照：マタイ 18，3）と。その日

から主任司祭は子どもたちの変な答えに

対してもう悩まないことにしました。 

 ユーモアーは人生を豊かに照らす太陽

です。聖書の中は冗談とユーモアーで溢

れています。神も笑います。「天を王座と

する方は笑う」（参照：詩編 2,4、37,13）。

人のおかしな態度や言葉について笑うよ

りも、自分の滑稽な態度について笑うこ

とは健康にとても良いことです。聖人と

された多くの人たちも良く笑いました。

聖フィリポ・ネリ神父は特に悪戯をする

ことが大好きでした。ですから、今の厳

しい時代の辛さを乗り越えるために笑う

ことを大切にしたいと思います。

 

 

 

寄 稿 ローマ・バチカン 巡礼・黙想会の報告（１） 202２年 6月  

OM 

 

FBB 執り成し者 燃える柴の会 創立 40周年記念 

第 20 回 FBB 巡礼と黙想会 ‘22、5月 10 日-31 日 ローマ・バチカン 

FBB 創立者 シスター・ステファン主催 

*FBB：燃える柴共同体 

“私は世の光である。私に従うものは暗闇の中を歩かず、命の光を持つ。”（ヨハネ 8：12）

をテーマに 11か国、約 50人（日本人 4）参加、チャプレン司祭 2人キジマ神父（鹿

児島教区）ローマ在住がミサをしたり告解を聞いたりしてくださいました。 

 

第 1 日、バチカン中庭でのパパ様の Audience（謁見）があり、共にミサにあずかり

ました。後、バチカンの中庭、サンピエトロ寺院で、エリコの祈りをしました。これは来

年のシノドス会議の為に、主の道を整えるための mission（使命）で、祈りによってシノ

ドスが実り豊かなものとなるように、という神からシスター・ステファンに与えられた

mission のようでした。エリコの祈りとは、旧約ヨシュア記 6 章から名づけられ、霊的
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に示された祈りで、世界中で行われている。『祈りの手引き』13 頁参照。私は到着翌日

で気温も高く、体力的についていけなくて、5回位回ってホテルに帰りました。後日、こ

の分かち合いと祈りの時、日本の大西はエリコの祈りせずに帰ってしまったと、アフリカ

のルーシーに言われましたが、この日からセキが出はじめました。 

 

黙想会スケジュール 

5:30  morning glory・・朝の栄光を待つ 各部屋で賛美し、朝の祈り、 

             その日の典礼、パパ様が捧げられたウクライナへの祈り等で 

主に向かう準備をします。 

7:30  朝食 沈黙のうちに 

9:30  第 1 session  執り成し者としての、より深い霊的トレイニングコース 

1:00  ミサ 

2:00  ランチ  休憩 

5:30  第２ session  祈りと讃美と分かち合い、神の御心への break through, 

              各国の執り成しグループの名前の説明やロゴの意味 

              執り成しの歴史や現状の分かち合い、執り成しによって 

              神がどのように働いてくださったか、また祈って欲しい問題

を提起して共に祈る。 

 

今年初めてリトアニアから 7 人が参加して聖霊に満たされて、生き生きと嬉しそうで

した。7 年前巡礼で 1 週間滞在したときは、国全体が敬虔なカトリック国であるとわか

りましたがロシアに抑えつけられていて元気がなかった、火がきえたような感じでした。

リトアニアの報告と分かちあいでは、「以前はソ連の属国で、今は独立しているが、水面

下でロシアが目を光らせていて、少しでも反対意見を言うと、就職できないし、就職して

も、出世できない状態なので、祈って欲しい」と

のことでした。 

帰国して 6月 22日頃のTVニュースで、ロシ

アの飛地カリニグラードに物資を運ぶ列車がリト

アニアを通らないと運べない、その唯一の補給路

の物資を 50％カットして運べないようにした。

ロシアはそこからウクライナを攻撃していたらし

いのです。ロシアはすごくおこって「必要な報復

措置をとる」と言っていましたが、リトアニアは、

「EU の規定に従っただけ」と言っていました。

旧ソ連の属国で抑圧されていた小国が反旗を翻す

ことは、すごい勇気がいったと思います。これも

執り成しの祈りの成果ではないかとびっくりしま

した。            （次号に続く）
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新しいミサの式次第(会衆用) 第６回 

司祭はホスティアを載せたパテナとカリスを手に取り、高く掲げて唱える。 

キリストによってキリストとともにキリストのうちに。 聖霊の交わりの中で、 

全能の神、父であるあなたに、すべての誉れと栄光は、世々に至るまで。 

会衆ははっきりと唱える。(*1) 

会 衆  アーメン。 

交わりの儀（コムニオ） 

主の祈り 

司祭は、たとえば次のようなことばで会衆を主の祈りに招く。(*2) 

主の教えを守り、みことばに従い、つつしんで主の祈りを唱えましょう。 

会衆は司祭とともに唱える。 

天におられるわたしたちの父よ、み名が聖とされますように。み国が来ますように。 

みこころが天に行われるとおり地にも行われますように。  

わたしたちの日ごとの糧を今日もお与えください。 

わたしたちの罪をおゆるしください。わたしたちも人をゆるします。 

わたしたちを誘惑におちいらせず、悪からお救いください。 

司祭は手を広げたまま一人で続ける。 

いつくしみ深い父よ、すべての悪からわたしたちを救い、 世界に平和をお与えください。(*3) 

あなたのあわれみに支えられて、罪から解放され、すべての困難に打ち勝つことができますように。 

わたしたちの希望、救い主イエス・キリストが来られるのを待ち望んでいます。 

会衆ははっきりと唱える。 

会衆  国と力と栄光は、永遠にあなたのもの。 

教会に平和を願う祈り 

司祭は手を広げてはっきりと唱える。 

主イエス・キリスト、あなたは使徒に仰せになりました。 

｢わたしは平和を残し、わたしの平和をあなたがたに与える。｣  

主よ、わたしたちの罪ではなく、教会の信仰を顧み、 

おことばのとおり教会に平和と一致をお与えください。 

司祭は手を合わせる。 

あなたはまことのいのち、すべてを導かれる神、世々とこしえに。(*4) 

会衆  アーメン。

連続寄稿 
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新しいミサの式次第解説(6)      北須磨教会典礼委員会 

 

左の式次第は今年の待降節第一主日(2022.11.27)から使用される新しい式文です。 

・司式者と会衆の応答以外は斜体にして分かりやすくしました。 

・今回の変更箇所と、注意すべき箇所をゴシック体で示しています。 

 

*1; 典礼聖歌では栄唱を歌う場合「すべての誉れ、、」から会衆が歌うように指示されており、 

  歌わない場合も「すべての誉れ、、」から唱えるところもあり、不統一が生じていた。 

  改訂版では歌う場合も唱える場合も会衆は「アーメン」のみを唱えることになった。 

 

*2; 主の祈りの招きの言葉はこのほかにも 

 「わたしたちにいのちの糧を与えてくださる天の父をたたえて祈りましょう」など 

  3つの例文が示されている。 

 

 

 

 

 

*3; 「現代に」⇒「世界に」 

  「支えられて」;「て」が加えられることにより神の恵みが与えられることによって 

罪から解放されることが表されている。 

  「限りなく」⇒「永遠に」 

 

 

 

 

 

 

 

 

*4; この結びの言葉は現行版では訳されていなかったので、新たに加えられた。 

第6回はここまでです。続きは次回に。(文責 H) 次回は第８回を掲載します 

 

 

お詫び：先月誤って第７回を掲載してしまいましたので、今月は第６回を掲載します。 
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社会活動委員会 青少年委員会 

委員会の紹介 ～ 『典礼はみんなですれば楽しいな』 

第２回 典礼委員会 

 

こんにちは、典礼委員会です。 

諸宗教において儀式的な事柄は「典礼」と呼ばれます。そもそも典礼とは？その大

切な意味は白浜満司教様の著書『香部屋係のハンドブック』をお読みください(香部

屋にあります)。 

今年は北須磨教会独自での堅信式がありました。この大仕事が出来たのは評議会や

青少年、広報､総務委員会とともに準備をしてきたからです。コロナ禍でなければ祝

宴の準備に地区委員会とも連絡をとったでしょう。このように典礼はすべての委員会

との連携で成り立つ、また他の委員会にとっても然りでしょう。 

そして来る待降節第１主日には新しい式次第で皆さんとミサに与ることになりま

す。現在その準備を行っていますが、この大仕事もミサの数々の大切な奉仕－先唱や

朗読を地区から選出されて担当する方、ミサ準備に興味はあるけれど、どこからどう

始めるか？と思っている方－そういった信徒の皆さんとともに準備をしていきたい

と考えています。 

そこで 9 月以降の典礼委員会ではワークショップを開催します。先唱、朗読の勉強

会とミサ準備の勉強会を行います。新しい式次第で

行う模擬ミサ風勉強会で、各パートの朗読と所作を

ミサ形式で行うというワークショップです。会衆と

してもご参加ください！ミサ準備に興味ある方は

香部屋にご案内します。何回でも参加 OK｡飲み物

を各自ご持参ください。日程は後日掲示します｡よ

ろしくお願いします！ 

 

 

 

☆映画上映会☆ 

 ８月１４日ミサ後に映画上映会を行

います。対象は青少年には限りません。

どなたでもご参加ください。 

映 画 日本二十六聖人 

場 所 聖堂  

・中川神父様のミニ講座終了後です。 

・感染対策のため間隔をあけてご着 

席ください。 

 

 

☆寄贈のお願い☆ 

いつもご協力ありがとうございます。 

またカトリック社活神戸センター物資

倉庫より必要な物としてタオルケット

の要望がございました。もしご不要な

物がございましたら、玄関ロビーにダ

ンボール箱を置いておきますのでご寄

付お願い致します。 
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評議会より 

お知らせ 

地区委員会 
 

 

☆教会の清掃について☆ 

 ８月の教会清掃はありません。９月は

１８日（日）に予定していますので、よ

ろしくご協力ください。 

 

 

☆エアコン設置☆ 

これまで懸案事項となっていた 1 階

ホールのエアコンの設置が、この度完

了しました。室内機 2 機を天井から吊

り下げ、室外機はスロープ横の外壁に、

始動・調整スイッチは本棚左の柱に取

り付けております。 

 コロナウイルス対応で、ミサの参加

や各委員会等の活動も制限されてきま

したが、今後少しずつ教会に来られる

機会も戻ってくると思います。暑い時

期になりましたので、エアコンを有効

にご活用ください。 

 最後に退室される方は，照明・空調

の切断、施錠の確認を宜しくお願い致

します。 

 

☆第２回評議会☆ 

 ９月１８（日）ミサ後に第２回評議

会を開催します。関係の方は予定をお

願いします。 

 

☆宅配ボックス設置について☆ 

 第１回評議会で承認された宅配ボッ

クス設置の準備を進めています。司祭

不在のため、信徒が宅配物を自宅で受

け取り教会まで運んでくる負担を解消

する目的です。 

現在総務委員長と担当の諮問評議委

員で協力して進めています。受取荷物

の洗い出しを既に済ませ、今後は宅配

ボックス、業者の選定に入っていきま

す。エクステリア、工事関係に詳しい

方がいらっしゃいましたら、お知恵を

お貸しください。 

 

 

 

☆転入されました☆ 

ヨハネ・ボスコ SY さま 

東京 三河島教会から 

西区 樫野台へ 

ようこそ北須磨へ！ 

 

☆物品寄贈の御礼☆ 

２か月（５月～６月）にかけて沢山

の寄贈品ありがとうございました。

NPO フリーヘルプの N さんからも皆

様に感謝されておりました。今後共よ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 集 後 記 

 ロシアのウクライナ侵攻が始まって５か月

がたちます。メディアでの報道も当初ほどの扱

いではなくなってきました。しかし教会では戦

争が終結するまで主日に共同祈願で祈ります。 

今年で４１年目となる平和旬間は広島原爆

投下（8/6）から終戦(8/15)までの 10 日間。

この機会に世界の平和について静かに考え、祈

りたいと思います。         (GTH) 
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